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＜正誤表＞ 
 
P.86／7行目 
 （誤）『アジアの光』→（正）『亜細亜の光』 
 
P.92／30行目 『渡河』 
 （誤）（1984／ベンガル語）→（正）（1984／ヒンディー語） 
 
P.97／17行目 『シャー・ルク・カーンの DDLJラブゲット大作戦』 
 （誤）（1995／タミル語）→（正）（1995／ヒンディー語） 
 
P.97／17行目 『アシュラ』 
 （誤）（1993／タミル語）→（正）（1993／ヒンディー語） 
 
P.97／20行目 『ミモラ 心のままに』 
 （誤）（1999／タミル語）→（正）（1999／ヒンディー語） 
 
P.102／17行目 
 （誤）「アジアの光」→（正）「亜細亜の光」 
 
P.103／18行目 「チェスをする人」SHATRANJ KE KHILARI 
 （誤）（Hindi/1977）→（正）（Urdu/1977） 
 
P.106／2行目 「踊り子」UMRAO JAAN 
 （誤）（Hindi/1981）→（正）（Urdu/1981） 
 
P.115／22行目のあとに追加 
  ２００３ｆ 「マンゴー・スフレ」MANGO SOUFFLE（English/2002）＜第 12回東京国際
レズビアン＆ゲイ映画祭＞ 
 
P.116／7行目のあとに追加 
  ２００４ｉ 「ハリオム」HARI OM（English/2004）＜第 17回東京国際映画祭＞ 
 
P.117／17行目 「マッリの種／ザ・テロリスト 少女戦士マッリ」 
 （誤）TERROROST→（正）TERRORIST 
 
P.117／21行目のあとに追加 
 D 「インドの仕置き人」HINDUSTANI（Hindi/1996） 
  VD「カーマスートラ 愛の教科書」KAMA SUTRA（English/1996） 
 VD「ミモラ 心のままに」HUM DIL DE CHUKE SANAM（Hindi/1999） 
 D 「レッドマウンテン」LOC-KARGIL（Hindi/2003） 
 
P.116&117／次の作品の冒頭に「D」（DVD発売）を追加 
 P.116／17行目「大地のうた」 
 P.116／18行目「大河のうた」 
 P.116／19行目「大樹のうた」 
 P.116／22行目「ダラパティ 踊るゴッドファーザー」 
 P.116／25行目「アシュラ」 
 P.117／1行目 「バーシャ！ 踊る夕陽のビッグボス」 
 P.117／5行目 「ボンベイ」 
 P.117／10行目「アルナーチャラム 踊るスーパースター」 
 P.117／13行目「ジーンズ 世界は２人のために」 
 P.117／14行目「ストーミー・ナイト」 
 P.117／15行目「パダヤッパ」 
 P.117／16行目「ザ・テロリスト 少女戦士マッリ」 
